
授業科目

［担当教員名】

中垣内正和

精神保健学概論

【く概要＞又は＜一般目標： GIO>】

対象学年

開講時期

単位数

2 

後期

: : i 対象学科 i ： 
: : ； 必修・選択 ！ 
: : : : i 時間数 ！ 

社会（介）

介護福祉コース必修選択

30 

激動する現代社会を生き抜くために、生きた学問としての精神保険学概論を学び知識を得るとともに、生き延びる英知の基礎を習得

すること。

【く学習目標＞又はく行動目標： SB0>】

1,現代社会の特徴を捉える。

2,社会の変化とともに激変する精神疾患を、臨床の場からの報告としての講義によって習得する。

3,精神保健に従事するものととして必要不可欠な精神医学的・精神保健学的な素養を身につける。

4,習得した知識を自らの人生の展開に役立てることができることを目標の一つとする。

授業計画又は学習の主題 SBO 
回

数

21現代社会と心の健康 1'人格と時代と社会の関わり
2,心の病に気づく法

番号l学習方法・学習課題又は備考・担当教員

スライドを用いた講義方式で

11精神保健福祉法
3依存の病

11うつの病
2回避の病理

1バーソナリティの病

1不安の病

1幻覚妄想の病

1 思春期•青年期の病

1中年期・高年期の病

1心の病気を治療する

【使用図書】

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書

その他の資料

【評価方法】

ペーパー試験による

精神保健福祉の基本精神

1'薬物依存症

2, アルコール依存症

3,摂食障害その他

うつ病・蹂うつ病など

1.不登校

2,ひきこもり

ポーダーラインなど

不安障害について

統合失調症など

自殺・認知症など

1'薬物療法

2,精神療法

く書名＞

特になし

特になし

＜著者名＞ く発行所＞

【屈修上の留意点】

学科の特質から、良好な出席が求められる

一定の習得を示した場合に合格とする

-581 _ 

行う。スライド原稿はすぺて

配付資料として渡される。

必要に応じて参考資料が配付

される。

く発行年・価格•その他＞




